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雪 崩 防 災 週 間雪 崩 防 災 週 間
12月1日➡7日

　国土交通省と都道府県では、本格的な雪の
シーズンを前に、国民一人ひとりが雪崩災害の防
止および被害の軽減の重要性について認識し理
解が深められるよう、毎年12月1日から7日を
「雪崩防災週間」として、さまざまな取り組みを実
施します。

　「雪崩災害防止セミナー」や「雪崩防災週間」の
取り組みの詳細については、国土交通省のホー
ムページをご覧ください。

平成29年度「雪崩防災週間」の取り組み
●雪崩災害防止セミナーの開催
　（平成30年1月17日  山形県山形市にて開催）
●ポスターの掲示、チラシの配布、自治体の広報

誌・HPへの掲載、パネルの展示などの広報活動
●小学生を対象とした学習会などの諸行事を通

じた雪崩防災知識の普及活動
●雪崩危険箇所のパトロール　　　　　　 など

国土交通省　平成29年度　雪崩防災週間 検索

シップ・オブ・ザ・イヤー2015

小型貨物船部門賞
船名：なとり
建造会社：旭洋造船株式会社

シップ・オブ・ザ・イヤー2016

シップ・オブ・ザ・イヤー2016
船名：DRIVE GREEN HIGHWAY
建造会社：ジャパン マリンユナイテッド 株式会社

特集

世界と戦う船造り
～海事生産性革命（i-Shipping）の推進～
　海上を行き交うさまざまな船……港の近くに行った際に目にすることも多いでしょう。
国土の四方を海に囲まれたわが国において、輸出入貨物輸送の99％以上が海運です。
わが国は世界第2位の海運大国、そして世界第3位の造船大国です。海事産業は、私
たちの生活・経済を支える重要な産業であり、今後もさらなる成長が見込まれています。
　国土交通省では、平成28年より「海事生産性革命（i-Shipping）」として、船の開発・
設計、建造から運航に至るまでの全ての段階でⅠCT（情報通信技術）を活用し、海事産
業の生産性向上を強力に推進しています。
　i-Shipping の詳細、そして海事産業を支える人材育成など、現在進行中の施策につ
いて紹介します。
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最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し

日
本
の
海
事
産
業
の
未
来
を
開
くi-Shipping

日
本
の
造
船
業
の
競
争
力
向
上
を

目
指
すi-Shipping

明
治
以
来
、
わ
が
国
の
主
力
産
業
と
し
て
発
展

を
続
け
て
き
た
造
船
業
。
現
在
も
新
造
船
の
建
造
量

で
は
韓
国
、
中
国
に
次
い
で
世
界
第
３
位
の
規
模
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
中
長
期
的
に
拡
大

を
続
け
る
世
界
の
造
船
市
場
に
お
い

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
わ
が
国
の
国

際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
時

代
の
要
請
に
応
え
る
技
術
革
新
が

最
重
要
課
題
で
す
。
そ
う
し
た
中
で

「i-Shipping

」で
は
、
最
先
端
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
革
新
的
な
船
舶
建

造
技
術
の
開
発
や
シ
ス
テ
ム
の
実
用

化
を
促
し
、
わ
が
国
の
造
船
業
の
競

争
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た
交

通
政
策
審
議
会
に
よ
る
答
申
、「
海
事

産
業
の
生
産
性
革
命（i-Shipping

）

に
よ
る
造
船
の
輸
出
拡
大
と
地
方
創

生
の
た
め
に
推
進
す
べ
き
取
組
に
つ

い
て
」で
は
、「
一
般
商
船
分
野
に
お

け
る
造
船
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）」と「
人
材

育
成
」を
重
要
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

国
内
立
地
の
産
業
と
し
て

わ
が
国
を
支
え
る
造
船
業

現
在
わ
が
国
の
造
船
業
は
、
国
内
で
の
部
品
調
達

率
が
85
％
、地
方
で
の
生
産
比
率
が

93
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字

か
ら
も
、
造
船
は
日
本
の
経
済
を

支
え
る
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
地

方
で
の
生
産
比
率
の
高
さ
は
、造
船

が
地
方
に
根
ざ
し
た
地
場
産
業
と

し
て
、地
域
経
済
や
雇
用
の
面
で
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
西
日
本
に

は
、製
造
業
全
体
の
生
産
高
に
対
す

る
造
船
の
生
産
高
シ
ェ
ア
の
高
い
町

が
多
く
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、一
般
に
世
界
経
済
が
成
長

し
て
い
る
と
き
は
船
の
需
要
も
増
え

る
特
徴
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
発
展
を
背
景
に
、
２
０
０
０
年
代

●
造
船
業
は
日
本
経
済
を
支
え
る
重
要
産
業

の
一
つ
。

●「
海
事
生
産
性
革
命
」で
は
、船
舶
の
開
発・

建
造
か
ら
運
航
に
至
る
全
て
の
段
階
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
、
海
事
産
業
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る「i-Shipping

」を
強
力
に

推
進
。

●
自
動
運
航
船
の
実
現
や
造
船
業
を
担
う
人

材
確
保
・
育
成
も
推
進
。

ここが
ポイント！

激
し
い
国
際
競
争
の
中
で
戦
う
日
本
の
造
船
業
の

国
際
競
争
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る
た
め
の
新
た
な
政

策
と
し
て
、平
成
28
年
に
発
表
さ
れ
た
の
が「
海
事
生

産
性
革
命（i-Shipping

）」で
す
。「i-Shipping

」

で
は
、
Ｉｏ
Ｔ（
あ
ら
ゆ
る
物
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
）や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ 

（
人
工
知
能
）

な
ど
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
船
舶
の
開

発
・
建
造
か
ら
運
航
に
至
る
全
て
の
段
階
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
取
り
入
れ
、
船
舶
の
開
発
・
建
造
の
コ
ス
ト
競
争

力
強
化
や
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

に
世
界
の
船
舶
建
造
量
は
拡
大
し
ま
し
た
。
造
船
業
は

長
期
的
に
今
後
も
着
実
に
伸
び
て
い
く
産
業
と
い
え

ま
す
。

日
本
の
造
船
業
の
世
界
シ
ェ
ア
は
ピ
ー
ク
時
に
は

50
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、韓
国
や
中
国
の
台
頭
で

現
在
は
約
20
％（
世
界
第
３
位
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
造
船
業
の
生
産
性（
一
人
あ
た
り
の
生
産
量
）を

比
較
す
る
と
、
日
本
は
韓
国
の
１・２
倍
、
中
国
の
６

倍
を
誇
り
、
日
本
造
船
業
は
高
い
技
術
力

や
生
産
管
理
能
力
を
有
し
て
お
り
、
世
界

一
の
生
産
性
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
分
野
の
展
開
を
通
じ
て

日
本
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る

答
申
に
示
さ
れ
たi-Shipping

に
は
、

次
の
３
つ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

❶i-Shipping (Design)

　
開
発
・
設
計
の
効
率
化
で

　
新
し
い
船
の
開
発
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

新
型
船
舶
の
開
発
・
設
計
ス
ピ
ー
ド
を

ア
ッ
プ
し
て
、
開
発
期
間
を
半
減
さ
せ
る
。

ま
た
、数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
性

能
評
価
の
国
際
基
準
化
を
進
め
る
。

❷i-Shipping (Production)

　
建
造
設
備
の
ス
マ
ー
ト
化
や

　
生
産
性
の
向
上
を
支
援

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
自
動
化
技
術
を
活
用
し
た
、

革
新
的
生
産
技
術
の
開
発
支
援
を
行
う
。

造
船
ド
ッ
ク
な
ど
の
設
備
の
ス
マ
ー
ト
化

や
効
率
化
を
促
進
す
る
。

❸i-Shipping (O
peration)

　
海
運
会
社
に
と
っ
て
付
加
価
値
の
高
い

　
運
航
シ
ス
テ
ム
の
実
現

Ｉｏ
Ｔ
を
活
用
し
て
、「
故
障
す
る
前
の
予
防
保

全
」を
実
現
し
、燃
料
の
無
駄
使
い
や
故
障
に
よ
る

船
の
不
稼
働
を
ゼ
ロ
に
す
る
。
ま
た
海
上
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
導
入
で
、陸
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
交
信

や
、
航
行
デ
ー
タ
の
共
有
・
分
析
に
よ
る
、
効
率

的
で
安
全
な
運
航
体
制
を
実
現
す
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
船
舶
の
開
発
・
建
造
か
ら
運

航
に
至
る
全
て
の
段
階
の
高
品
質
化・高
効
率
化
を
実

現
し
、
わ
が
国
の
造
船・海
運
の
国
際
競
争
力
を
高
め

る
こ
と
で
、
２
０
２
５
年
に
は
世
界
シ
ェ
ア
の
３
割
を

獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
各
分
野
の
事
例
は
６
ペ
ー
ジ
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

自
動
運
航
船
の

技
術
開
発
を
支
援

海
上
輸
送
は
、
貿
易
量
の

99
・
６
％
を
占
め
、
日
本
の
経

済
基
盤
を
支
え
る
も
っ
と
も
重

要
な
輸
送
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
ま

た
国
内
貨
物
の
う
ち
、
鉄
鋼
や

セ
メ
ン
ト
、
機
械
を
始
め
と
す

る
産
業
基
礎
物
資
も
、
約
80
％

が
船
で
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
海
上
運
賃
は
激
し
い

国
際
競
争
の
中
で
低
迷
し
て
お

り
、
省
コ
ス
ト
と
付
加
価
値
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
両
立
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、画
期
的
な
取
り
組
み
が
自
動
運
航
船
の

技
術
開
発
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、情
報
通
信
を
活

用
し
た
技
術
開
発
に
取
り
組
む
民
間
企
業
に
対
す
る

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、平
成
28
年
度
は
７
０
０
０
万

円
、平
成
29
年
度
は
１
億
３
０
０
０
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
自
動
運
航
船
の
た
め
の
技
術
開
発
、
わ
が
国

主
導
で
の
国
際
基
準
の
策
定
な
ど
、将
来
を
見
据
え
た

最
先
端
研
究
や
制
度
対
応
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
海
運
業
、
造
船
業
、
船

舶
工
業
が
一
体
と
な
っ
た
日
本
の
優
位
性
を
生
か
し

て
、
自
動
運
航
船
の
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
を
担
う

人
材
の
確
保・育
成
を
推
進

昭
和
40
年
代
に
全
国
に
20
校
存
在
し
て

い
た
造
船
教
育
を
行
う
高
校
は
、一
時
期
３

校
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
優
秀
な
若
手
人

材
の
確
保
は
造
船
業
界
で
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、造
船
系
学
科
の
創
設
を
求
め
る
声

が
高
ま
り
、造
船
業
が
集
ま
る
地
域
の
工
業

高
校
で
造
船
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、造
船
の
専
門
教
育
を
行
え
る
教
員
の

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
造
船
学
科
向
け
新
教
材

の
作
成
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、地
域
の
中
小
造
船
会
社
の
連
携

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
で
人
材
育
成
を
可
能
に
す
る
産
学
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、造
船
業
の
発
展
を
支

え
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

120,000
万総トン

年2000 2005 2010 2015

韓国

中国

日本 20%
13百万総トン

68百万総トン

その他
欧州
韓国
中国
日本

世界の新造船建造量の推移

自動運転船イメージ図

自動離着桟
エンジン監視・保全

航路指示

自律機能による操船 陸上運航支援

総  論
開発・設計運　航

i-Shipping(Design)i-Shipping(Production)i-Shipping(Operation)

新船型投入を最速でIoTを活用、
スマート・シップヤードへ進化

顧客（海運）にとって
高付加価値化

船の省エネ性能
20％優位を維持
開発期間を半減

　現場生産性50％増
1989年：  68 億トン/人
2014年：170 億トン/人
2025年：250 億トン/人

燃料のムダ使い撲滅
船の不稼働をゼロに

（1人あたり建造量）

建　造

2025年の
シェア3割を獲得

目標
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国内最大級のドック新設や
溶接ロボット開発などで国際競争力向上

今
い ま

治
ば り

造船株式会社丸亀事業本部（香川県丸亀市）

特集 世界と戦う船造り　～海事生産性革命（i-Shipping）の推進～

i-Shipping
Production

i-Shipping

の
政
策
の
も
と
、
Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
よ

る
造
船
ド
ッ
ク
の
ス
マ
ー
ト
化
や
、
生
産
設
備
の
自
動

化
な
ど
の
技
術
革
新
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。こ
う

し
た
中
、新
造
船
建
造
量
で
国
内
ト
ッ
プ
の
実
績
を
誇

る
今
治
造
船
株
式
会
社
で
は
、
国
内
で
17
年
ぶ
り
と

な
る
大
型
ド
ッ
ク
を
新
設
し
ま
し
た
。ま
た
複
数
の
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
が
連
携
し
て
動
く
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）シ

ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
の
試
み
を
通
じ
て
、国
際
市
場
に

お
け
る
日
本
の
造
船
業
の
競
争
力
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

海
外
と
の
シ
ェ
ア
争
奪
戦
に
向
け

効
率
化
と
技
術
革
新
を

新
ド
ッ
ク
は
今
治
造
船
の
丸
亀
事
業
本
部（
香
川
県

丸
亀
市
）に
建
設
さ
れ
、
本
年
９
月
に
竣
工
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ド
ッ
ク
は
長
さ
６
１
０ｍ
、幅
80ｍ
、

深
さ
11
・
７ｍ
と
国
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
、
船
体

の
長
さ
が
４
０
０ｍ
に
達
す
る
超
大
型
船
を
、
次
船
の

後
ろ
半
分
と
同
時
に
建
造
で
き
、
高
い
作
業
効
率
と

最
新
の
設
備
を
有
し
て
い
ま
す
。

国
内
最
大
級
の
ド
ッ
ク
を
新
た
に
建
造
し
た
狙
い

に
つ
い
て
、
同
社
代
表
取
締
役
／
専
務
取
締
役
で
あ

る
檜ひ

垣が
き

和
幸
さ
ん
は
、「
海
外
と
の
競
争
に
打
ち
勝
ち
、

顧
客
の
要
望
に
応
え
、地
域
で
安
定
し
た
操
業
を
続
け

る
た
め
に
は
、常
に
高
い
船
型
開
発
力
や
生
産
性
に
加

え
、
顧
客
の
ご
要
望
に
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

応
で
き
る
建
造
体
制
づ
く
り
が
必
須
で
す
。当
社
で
は

新
し
い
船せ

ん
型け
い

開
発
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
自
動
溶
接
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
な
ど
も
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
竣
工

し
た
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
ロ
ッ
ト
建
造
に
も
対
応
で
き

る
こ
の
新
ド
ッ
ク
は
、
新
造
船
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
顧
客
要

望
が
大
き
く
変
わ
っ
た
事
に
対
応
し
た
も
の
で
す
」と

語
り
ま
す
。

船
会
社
の
要
望
に
応
え

新
ド
ッ
ク
を
建
設

国
内
９
カ
所
の
造
船
所
を
駆
使
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
船
を
同
時
に
建
造
す
る
同
社
が
超
大
型
コ
ン

テ
ナ
船
の
建
造
体
制
の
強
化
に
本
格
的
に
取
り
組
み

始
め
た
の
は
平
成
25
年
。
こ
の
頃
か
ら
多
く
の
船
会

社
の
要
望
も
バ
ラ
積
み
運
搬
船
中
心
か
ら
そ
れ
以
外

の
船
種
に
要
望
が
多
様
化
し
た
こ
と
や
、コ
ン
テ
ナ
船

の
大
型
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。「
特

に
短
期
集
中
建
造
が
求
め
ら
れ
る
超
大
型
コ
ン
テ
ナ

船
は
、
比
較
的
近
年
に
大
型
造
船
所
を
立
ち
上
げ
た

韓
国
や
中
国
で
し
か
対
応
で
き
な
い
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
当
社
が
日
本
初
の
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船

（
１
４
０
０
０
個
積
み
）５
隻
を
、
ひ
と
つ
の
工
場
で
連

続
建
造
し
、わ
ず
か
半
年
間
で
５
回
転
と
い
う
ス
ピ
ー

ド
で
建
造
・
引
き
渡
し
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
実
績
が
広
ま
り
、日
本
の
造

船
所
で
対
応
で
き
る
な
ら
日
本
で
建
造
し
た
い
と
超

大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
ロ
ッ
ト
商
談
を
幅
広
く
頂
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
檜
垣
さ
ん
）。

そ
の
後
、
さ
ら
に
大
型
の
２
０
０
０
０
個
積
み
コ
ン

テ
ナ
船
を
ロ
ッ
ト
受
注
し
た
こ
と
か
ら
、
長
さ
６
１
０

ｍ
の
超
大
型
船
用
ド
ッ
ク
を
丸
亀
事
業
本
部
に
新
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

巨
大
ク
レ
ー
ン
が
作
業
の
地
上
化
を

推
し
進
め
、生
産
効
率
が
大
幅
に
向
上

国
内
最
大
１
３
３
０
ト
ン
吊
り
ゴ
ラ
イ
ア
ス
ク
レ
ー

ン
３
基
を
有
す
る
最
新
鋭
ド
ッ
ク
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
顧
客
の
要
望
に
対
応
す
べ
く
超
大
型
船
を
建
造
で

き
る
ド
ッ
ク
が
竣
工
し
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
増
産

を
目
指
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、今
は
超
大

型
船
が
連
続
建
造
出
来
る
物
理
的
な
補
強
を
し
た
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
大
事
な
の
は
今
後
ソ
フ
ト
面
で
さ
ま
ざ

ま
な
開
発
に
取
り
組
み
、安
全
で
生
産
性
の
良
い
地
上

ス
テ
ー
ジ
で
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
を
出
来
る
限
り
大
き
く
つ

な
ぎ
合
わ
せ
、さ
ら
に
配
管
や
パ
ー
ツ
の
取
り
付
け
や

塗
装
を
仕
上
げ
て
か
ら
ド
ッ
ク
内
に
吊
り
込
む
建
造

方
法
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で

自
然
と
競
争
力
も
付
き
ま
す
し
、顧
客
の
要
望
に
も
敏

速
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
檜
垣
さ
ん
）。

船
会
社
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
国
際
市
場
で
の

よ
り
高
い
競
争
力
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
で
の

雇
用
創
出
や
国
内
経
済
に
も
貢
献
で
き
る
と
檜
垣
さ

ん
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

複
数
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
Ａ
Ｉ
制
御
し

作
業
効
率
ア
ッ
プ

今
治
造
船
で
は
新
ド
ッ
ク
建
設
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な i-Shipping 

の
取
り

組
み
が
、
並
行
し
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
現
在
開
発
中
の
建
造

技
術
の
一
つ
が「
自
動
溶
接

ロ
ボ
ッ
ト
連
携
シ
ス
テ
ム
」

で
す
。

船
体
は
大
き
な
鉄
の
固

ま
り
に
見
え
ま
す
が
、実
は

１
０
０
個
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
割
し
て
製
作
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
工
場

内
で
製
作
し
た
船
体
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
ド
ッ
ク
に
運
ん
で
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、大
き
な
船
を
造
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
形
も
大
き
さ
も
異

な
っ
て
お
り
、
溶
接
す
る
際
も
同
じ
手
順
の
繰
り
返
し

で
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
部
品
の
３
Ｄ
設
計
デ
ー
タ
か
ら
直
接
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
作
業
指
示
を
自
動
生
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
溶
接
構
造
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
可
搬

装
置
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、溶
接
す
る
箇
所
に
合

わ
せ
て
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
人
が
移
動
さ
せ
る
作
業
も

な
く
し
ま
し
た
。
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
連
の
動
き
は

Ａ
Ｉ
機
能
を
通
し
て
随
時
連
携・制
御
さ
れ
、
人
海
戦

術
に
匹
敵
す
る
溶
接
時
間
の
短
縮
と
無
人
化
の
両
立

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
」（
檜
垣
さ
ん
）。

こ
の
複
数
の
自
動
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
が
連
携
す
る
シ

ス
テ
ム
は
発
想
の
先
進
性
が
認
め
ら
れ
、i-Shipping 

の
研
究
開
発
補
助
事
業
と
し
て
、
本
年
度
の
研
究
開

発
補
助
案
件
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

新ドック完成と同時に進水する長さ400mの20000個積みコンテナ船

今治造船株式会社
代表取締役／専務取締役

檜垣和幸さん

その他の開発事例

３Dモデルイメージ

ARマーカーを利用した
作業効率改善のイメージ

3D と IoT の組み合わせ
による建造効率化
開発実施者：
三菱重工船舶海洋株式会社

数万点にも及ぶ船舶部品を、AR マー
カー※を用いて管理するとともに、設計・
資材・工程情報と紐付け、作業効率の改
善を図る。

取り付ける部品の
ARマーカーを認識

隣り合う部品の品番を
重ね合わせて表示

画面通りに
つければいい

COLUMN

３D モデルの情報や IoT を活用し、
船
せん

殻
こく

ブロックの精度向上、建造作業
計画精度の改善、製造・検査の効率
化を図る。

AR マーカーを用いた
船舶部品管理
開発実施者：福岡造船株式会社

※画像認識型 AR システムにお
いて、付加情報を表示する位
置を指定するための標識にな
る決まったパターンの画像。

事  例
船体部材を組み合わせる
溶接ステージ



9 8

の
幅は
ば
田た

望
さ
ん
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
に
対

し
て
、
分
野
や
立
場
が
異
な
る
企
業
が
連
携
し
な
が

ら
研
究
に
あ
た
る
こ
と
で
、よ
り
広
い
視
野
か
ら
解
決

の
道
が
開
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
船

会
社
、造
船
会
社
、船
用
機
器
メ
ー
カ
ー
と
い
う
領
域

の
異
な
る
三
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
点
に
大
き
な
意
義
が

あ
り
、
画
期
的
な
取
り
組
み
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

こ
の
研
究
で
は
、運
航
船
で
発
生
し
た
リ
ス
ク
の
高

い
事
故
の
分
析
結
果
を
も
と
に
６
つ
の
テ
ー
マ（
上
表

参
照
）を
設
定
し
ま
し
た
。
重
大
事
故
の
40
％
は
こ
れ

ら
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
で
削
減
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
中
で
も
注
目
な
の
は
、「
①
画
像
を
含
む
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
に
よ
る
主
機
シ
リ
ン
ダ
ー
内
状
態
診
断
手

法
の
開
発
」と「
③
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
予
兆
診
断
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」の
２
テ
ー
マ
で
す
。

前
者
は「
主
機
」つ
ま
り
船
の
エ
ン
ジ
ン
が
正
常
に
動

い
て
い
る
か
を
、
各
部
位
の
セ
ン
サ
ー
を
通
じ
て
計
測

し
、故
障
の
前
兆
が
発
見
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
対
応
し
て

故
障
を
未
然
に
防
ぐ
研
究
で
す
。

ま
た
、後
者
は「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
＝
停
電
」の
予
兆

を
、さ
ま
ざ
ま
な
計
測
デ
ー
タ
か
ら
検
知
し
ま
す
。
同

機
関
グ
ル
ー
プ
の
田
ノ
上
聖あ

き
らさ
ん
は
、「
船
舶
の
交
通

の
多
い
海
域
で
不
意
に
停
電
が
起
こ
れ
ば
、船
舶
同
士

が
衝
突
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
船
の

機
関
や
電
気
を
止

め
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
航
行
の
安
全
を

考
え
る
上
で
ま
さ
に

国
内
屈
指
の
大
手
海
運
会
社
と
し
て
、１
３
０
年
余

り
の
歴
史
を
誇
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
。
同
社
が
中

心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る「
船
舶
の
衝
突
リ
ス
ク
判
断

と
自
律
操
船
に
関
す
る
研
究
」は
、i-Shipping

の
支

援
対
象
事
業
と
し
て
本
年
で
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。同

社
で
はi-Shipping 

に
関
わ
る
複
数
の
研
究
を
進
め

て
お
り
、
中
で
も
こ
の
研
究
は
、
船
の
安
全
運
航
に
直

接
関
わ
る
も
の
で
す
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
ほ

か
航
海
計
器
メ
ー
カ
ー
３
社
が
参
画
し
て
い
ま
す
。同

グ
ル
ー
プ
企
業
の
一
つ
、
株
式
会
社
Ｍ
Ｔ
Ｉ 

船
舶
技

術
部
門
長
の
安
藤
英
幸
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背

景
に
つ
い
て「
船
舶
衝
突
の
リ
ス
ク
回
避
は
事
故
防
止

の
軸
と
な
る
テ
ー
マ
で
す
が
、関
連
す
る
周
辺
の
技
術

研
究
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
で
、航
行
の
安
全
技
術

の
レ
ベ
ル
全
体
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
が

基
本
に
あ
り
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

現
在
の
主
要
テ
ー
マ
は「
船
上
で
の
状
況
認
識
の
支

援
」で
す
。
航
海
中
は
乗
組
員
が
24
時
間
体
制
で
、
他

船
の
動
向
や
海
上
の
設
置
物
・
浮
遊
物
を
見
張
り
、
衝

突
の
可
能
性
を
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
仕
事
で

あ
る
以
上
ど
ん
な
に
注
意
し
て
も
衝
突
事
故
の
可
能

性
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
人
工
知
能
を
搭
載
し
た
高
度
な
自
律
航
行
の
実
現

に
は
、ま
だ
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
船
舶
会
社

と
し
て
い
き
な
り

高
度
な
自
律
航
行

の
世
界
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、今
あ

る
現
場
に
目
を
向

け
、操
船
や
見
張
り

に
あ
た
る
人
間
を
機
械
が
サ
ポ
ー
ト
し
、衝
突
回
避
の

た
め
の
状
況
認
識
や
判
断
の
精
度
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
考
え
ま
し
た
」と
語
る
の
は
、
日
本
郵
船
株
式
会
社

海
務
グ
ル
ー
プ
航
海
チ
ー
ム
長
の
桑
原
悟
船
長
で
す
。

具
体
的
な
研
究

の
一
つ
が
、「
接
近
ア

ラ
ー
ム
の
改
良
」で

す
。
現
在
も
、他
船

の
接
近
を
検
知
し

て
知
ら
せ
る
仕
組

み
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
接
近
を
危
険
と
判
断
し
て
衝

突
回
避
行
動
を
と
る
か
ど
う
か
は
、船
長
が
自
分
の
経

験
に
照
ら
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

桑
原
船
長
は「
船
長
個
人
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
衝
突
回
避
の
判
断
を
、

共
通
基
準
と
し
て
整
備
し
て
い
こ
う

と
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
基

準
を
日
本
発
の
危
険
回
避
基
準
と

し
て
世
界
に
発
信
し
、
国
際
的
な
航

行
安
全
の
水
準
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
語
り
、
こ
の

取
り
組
み
が
、
将
来
的
に
は
海
運
業

界
に
お
け
る
国
際
競
争
力
の
強
化
に

も
つ
な
が
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
安
藤
さ
ん
も
、「
航
行
業
務

の
中
で
、
機
械
や
シ
ス
テ
ム
が
肩
代

わ
り
で
き
る
部
分
を
増
や
し
て
い
け

ば
、
海
運
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革

＝
労
働
衛
生
環
境
の
改
善
や
人
手

不
足
の
解
消
と
い
う
面
で
も
、
私
た

ち
の
研
究
は
お
役
に
立
て
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通

信
に
よ
る
船
と
陸
の
協

業
体
制
づ
く
り
を
、
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
内

で
達
成
し
た
い
」と
意
気

込
み
ま
す
。

３
年
後
の
ゴ
ー
ル
に

向
け
て
さ
ら
に
船
脚
を

速
め
て
い
き
ま
す
。

人間の判断力を機械がサポートして
衝突事故を未然に回避する仕組みの研究開発

日本郵船株式会社

特集 世界と戦う船造り　～海事生産性革命（i-Shipping）の推進～

i-Shipping
Operation

Ⅰ. 衝突リスク判断方式の研究開発

Ⅱ. 遠隔操船に関する研究開発

Ⅲ. コンピュータビジョンを利用した
　  航海支援ツールの研究開発

【期待される効果】
・遠隔操船技術による航海当直
体制の見直しが可能

・陸上オペレーションセンター
における運航経験者の雇用機
会提供

【期待される効果】
・順位付け可能なリ
スクの表現によ
る避航判断の負
担軽減

【期待される効果】
・見張り精度の向上
・陸上での遠隔操船
時における周囲状
況の的確な把握

画像認識技術を
利用した見張り
支援

シミュレータを利用し
たリスクパラメータの
比較

衛星通信技術を用いた陸上
オペレーションセンターか
らの遠隔操船支援

国
内
大
手
造

船
会
社
数
社
の

統
合
で
生
ま
れ
た
、

日
本
を
代
表
す

る
造
船
会
社
の
一

つ
、
ジ
ャ
パ
ン 

マ

リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド 

株
式
会
社
。
同
社
で
は
、
船
の

エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
故
障
や
事
故
を
未
然
に
防
止
し
て

航
海
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
新
し
い
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
はi-Shipping

の
平
成
28

年
度
支
援
対
象
事
業
に
採
択
さ
れ
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
船
舶
機
関
プ
ラ
ン
ト
事
故
防
止
に
よ
る

安
全
性・経
済
性
向
上
手
法
の
開
発
」を
目
的
に
、
同

社
の
顧
客
で
あ
る
船
会
社
や
各
舶
用
機
器
メ
ー
カ
ー

も
加
わ
っ
た
合
計
７
社
の
連
携
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

商
船
事
業
本
部 

基
本
設
計
部
機
関
グ
ル
ー
プ
長

船会社、造船会社、舶用メーカーによる
オールジャパンで安全航行を研究開発

ジャパン マリンユナイテッド 株式会社（JMU）

i-Shipping
Operation

JMU　田ノ上聖さん

JMU　幅田望さん

日本郵船株式会社
桑原悟 船長

株式会社MTI
安藤英幸さん

本年10月に実施された、遠隔で操船シミュレー
タの航行ルートを編集している試験の様子。

研究開発相関図

事  例事  例

研究開発の概要

最
優
先
・
最
重
要
の
課
題
で
す
」と
語
り
ま
す
。

現
在
は
、
実
船
テ
ス
ト
に
向
け
た
機
器
開
発
な
ど

の
準
備
段
階
で
す
が
、
２
０
１
８
年
度
以
降
ア
ジ
ア
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
定
期
航
路
に
実
験
船
が
就
航
し
、

い
よ
い
よ
実
際
の
航
行
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
始
ま
り
ま

す
。「
そ
れ
ら
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
最
終
年
度
の
２
０
２
０
年
度
に
は
、
一
定
の
成
果

を
出
し
て
、シ
ス
テ
ム
改
善
な
ど
の
最
終
段
階
に
入
る

予
定
で
す
」と
語
る
幅
田
さ
ん
。i-Shipping 
の
時
代

に
向
け
た
実
験
船
の
船
出
は
、
も
う
間
近
に
迫
っ
て
い

ま
す
。

船会社

造船会社

舶用機器メーカー

❶画像を含むビッグデータによる主機シリンダ内
状態診断手法の開発

❷補助ボイラ空焚き予兆診断システムの開発
❸ブラックアウト予兆診断システムの開発
❹減速運転下でのプラント最適運用手法の開発
❺データロガー※での高度アラームシステムの開発
❻油清浄機の総合運転監視システムの開発

　　　  ※センサーより計測・収集した各種データを保存する装置。

発生リスクの高い事故分析結果から
設定した6つのテーマ
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れ
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
水
槽
試
験
で
は
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
実
船
ま
わ
り
の
流
れ
を
性
能
評
価
が
で

き
る
Ｃ
Ｆ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
実
船
実
験
に
向
け
て
、
そ
の
実
施
方
法

や
装
置
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
が
、本
年
度
は
い
よ
い

よ
実
船
周
り
の
流
れ
を
計
測
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
計
測

デ
ー
タ
を
活
用
し
、将
来
的
に
Ｃ
Ｆ
Ｄ
で
実
際
の
船
舶

周
り
の
流
れ
を
高
精
度
に
再
現
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
船
型
開
発
の
時
間
と
コ
ス
ト
は
よ
り
い
っ
そ
う
効

率
化
さ
れ
、日
本
の
造
船
業
の
競
争
力
を
大
い
に
高
め

る
上
で
貢
献
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
少
な
い
燃
料
で
安
全
に
航
行
で
き
る
船
の
形
状

や
ダ
ク
ト
な
ど
の
省
エ
ネ
付
加
物
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、大
型
の
実
験
水
槽
で
数
多
く
の
模
型

船
を
走
ら
せ
て
、膨
大
な
時
間
と
費
用
を
か
け
て
高
性

能
な
船
型
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、事
前
に
Ｃ

Ｆ
Ｄ
を
用
い
て
篩ふ

る
いに
か
け
る
こ
と
で
水
槽
試
験
の
数

も
大
幅
に
減
り
、よ
り
良
い
船
型
を
短
期
間
に
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
ま
っ
た
く
同
じ
船
型
で
も
、
実
船
と
模
型

船
と
で
は
船
の
大
き
さ
や
速
さ
が
異
な
る
た
め
、
流

海
上
技
術
安
全
研
究
所
は
、「
船
舶
の
安
全
・
環
境

に
関
す
る
政
策
課
題
の
解
決
」と「
日
本
の
海
事
産
業

の
国
際
競
争
力
強
化
」に
貢
献
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
燃
費
の
改
善
や
安
全
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
船
型
の
研
究
や
、
船
の
周
り
の
流
れ

な
ど
を
推
定
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
生
態
へ
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
国
際
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
船

の
プ
ロ
ペ
ラ
か
ら
発
生
す
る
水
中
騒
音
の
研
究
や
、
国

際
海
事
機
関（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）で
作
業
中
の
船
舶
が
排
出
す

る
Ｃ
Ｏ
２
の
設
計
指
標
の
見
直
し
へ
の
技
術
的
貢
献
な

ど
、
地
球
環
境
保
全
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、力
を
入
れ
て
い
る
研
究
は「
Ｃ
Ｆ
Ｄ（
計
算
流

体
力
学
）プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
度
化
」で
す
。
航
行
中
の

船
体
の
周
り
の
水
の
流
れ
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、こ

れ
ら
を
Ｃ
Ｆ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
推
定
す
る
こ
と
で
、

学
で
あ
る
と
い
う
視
点

か
ら
も
、
実
地
の
環
境

で
学
べ
る
こ
と
は
貴
重

で
す
。
こ
う
し
た
経
験

を
通
じ
て
現
場
の
課
題

を
解
決
で
き
る
能
力
を

身
に
付
け
て
欲
し
い
」

と
語
る
西
岡
校
長
。
次

世
代
の
造
船
人
材
の
育

成
に
向
け
、
今
治
工
業

高
等
学
校
は
地
域
と
と

も
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

造
船
企
業
が
強
い
関
心
を
示
し
、
同
年
10
月
に
は
機

械
造
船
科
の
開
設
が
決
定
し
ま
し
た
。
宮
地
洋
安
教

頭
は「
教
育
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
造
船
教
育
推
進
委

員
会
も
設
け
ら
れ
、
年
２
回
の
会
合
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
西
岡
校
長
が
会
長
を
務
め
、
地
元
造
船
関
連
企

業
を
は
じ
め
、今
治
地
域
造
船
技
術
セ
ン
タ
ー
、今
治

市
、県
教
育
委
員
会
の
委
員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
一
体
の
支
援
体
制
が
築
か
れ
て
い
ま
す
」

と
、
地
元
と
の
密
接
な
連
携
に
力
を
込
め
ま
す
。

造
船
の
現
場
を
そ
の
ま
ま
学
べ
る

実
習
環
境

同
校
で
の
造
船
教
育
は
初
め
て
で
、
新
学
科
開
設

に
あ
た
っ
て
は
機
械
造
船
科
の
教
師
た
ち
も
猛
勉
強

を
重
ね
ま
し
た
。「
船
が
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ
る
か
を
、

地
元
の
造
船
所
に
通
っ
て
初
歩
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
」

と
、機
械
造
船
科
長

の
十そ

亀が
め

伸
二
先
生

は
振
り
返
り
ま
す
。

地
域
企
業
の
協

力
は
、生
徒
の
実
習

に
も
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
造

船
会
社
か
ら
の
指

導
員
派
遣
の
ほ
か
、

実
習
や
実
験
は
企

業
の
施
設
を
借
り

る
な
ど
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
受
け
て
い

ま
す
。

「
造
船
は
総
合
工

地域一体となった支援体制で
次世代の造船業界の若手技術者を育成

愛媛県立今治工業高等学校（愛媛県今治市）

CFDプログラムを高度化し
船舶の高度性能評価システムの構築へ
国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所

こ
れ
か
ら
の
造
船
業
を
担
う
若
手
人
材
を
育
て
る

た
め
、地
域
の
教
育
機
関
や
企
業
が
一
体
と
な
っ
た
技

術
教
育
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。愛
媛
県
立
今
治

工
業
高
等
学
校
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に
機

械
造
船
科
を
設
置
し
ま
し
た
。
地
元
企
業
な
ど
の
協

力
に
支
え
ら
れ
て
、
造
船
業
界
を
目
指
す
高
校
生
た

ち
が
日
々
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

地
場
産
業
を
支
え
る
造
船
教
育
の

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を

今
治
工
業
高
等
学
校
は
、
市
内
で
唯
一
の
工
業
学

校
と
し
て
75
年
の
歴
史
を
誇
る
県
立
の
工
業
高
校
で

す
。
機
械
造
船
科
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
西
岡

誠
校
長
は
、「『
地
学
地
就
』に
よ
る
次
世
代
の
担
い
手

育
成
の
視
点
か
ら
、今
治
の
一
大
地
場
産
業
で
あ
る
造

船
業
界
を
支
え
る
人
材
に
特
化
し
た
教
育
体
制
を
整

備
し
よ
う
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

新
学
科
設
置
の
き
っ
か
け
は
平
成
27
年
５
月
、愛
媛

県
知
事
と
地
域

住
民
の
意
見
交

換
会
に
お
け
る
、

「
経
済
活
性
化

に
は
造
船
業
の

継
続
的
な
繁
栄

が
必
要
」と
の
提

言
で
し
た
。
こ
の

中
に
含
ま
れ
て
い

た
高
等
学
校
の

造
船
学
科
設
置

に
知
事
や
教
育

関
係
者
、地
域
の

特集 世界と戦う船造り　～海事生産性革命（i-Shipping）の推進～

i-Shipping
Design

人材の
育成

船型の開発に必要な試験水槽
海上技術安全研究所

今治造船株式会社 丸亀事業本部

船の模型を引っ張り推進性能を
評価するために、世界最大級の長さ
４００ｍ、幅１８ｍ、水深８ｍの曳

えい
航
こう

水
槽を所内に設置し、研究所内外で利
用しています。昨年、稼働50周年
を迎え、これまで高速での曳航実験
や、大型模型を使った実験などで成
果を挙げています。

試験水槽の慢性的な不足が問題になっていたことから、民間施設としては大型
の全長212ｍの曳航水槽と、波浪中における船の挙動試験にも対応した耐

たいこうせい
航性水

槽を丸亀事業本部に新設しています
（2020年稼働予定）。

新設により、レーザー光で船体周
辺の水の流れを観測する PIV（粒子
イメージ流速計測法）、CFD、実測
データなどの計測データを組み合
わせ、より短い開発期間での革新的
な船舶設計を目指しています。

研究所では船舶用 CFD の各種ソフトを独自で開発し提供しています。
画像は船尾ダクトと舵フィンがついた船尾周りの流れを可視化したも
のです。

世界最大級の400m 試験水槽

新設中の試験水槽（曳航水槽）

事  例事  例

COLUMN

左から、宮地洋安 教頭、西岡誠 校長、機械造船科 十亀伸二 先生

カリキュラムの一つ「匠の技継承講座」では造船会社の職員の技術を間近で
体験。また、直接指導も受ける。

実習棟も実際の造船会社と同じ設備を導入。
現場に近い環境になるよう考えられている。

父が地元の造船会社に勤めていて、自分も同
じ会社で働いてみたいと思い、この科を選びまし
た。地元の造船会社のイベントで船造りに興味を
持ったことも大きいですね。高校に入学した時は、

「やっと好きなことが学べる」と嬉しい気持ちでし
たが、実際に勉強してみると、船の構造がとても
複雑なことに驚きました。

将来は、まわりの人に頼られる技術者になりた
いと思っています。そのためにも、より詳しい知
識や経験を積んでいきたいです。

いつかは人々に頼られる技術者に

生徒に聞く！

村上竜斗さん
（機械造船科2年生）



13

震
災
被
害
か
ら
立
ち
上
が
る
石
巻
市

復
旧・復
興
事
業
の
仕
上
げ
に
向
け
て

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
未
曾
有
の

被
害
を
受
け
た
石
巻
市
。
旧
北
上
川
の
河
口

に
面
し
た
日ひ
よ
り
や
ま

和
山
か
ら
撮
影
さ
れ
た
津
波
の

様
子
や
、が
れ
き
が
積
み
重
な
っ
た
光
景
は
全

国
に
報
じ
ら
れ
、
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
に
衝
撃
を

受
け
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
６
年
半
た
っ
た

今
、同
じ
場
所
か
ら
見
え
る
の
は
、人
々
が
一

丸
と
な
っ
て
復
興
に
励
む
姿
で
す
。

「
川
の
周
辺
は
今
も
ま
だ
更
地
が
目
立
つ
と

こ
ろ
も
あ
り
復
興
途
上
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
現
在
で
は
基
盤
整
備
が
完
了
期
に
あ
り
、

急
速
に
建
物
が
増
え
て
き
ま
し
た
」。

そ
う
語
る
の
は
、
建
設
専
門
官
を
務
め
る

松
芳
健
一
で
す
。
旧
北
上
川
河
口
部
の
復
旧・

復
興
事
業
の
全
体
総
括
を
担
っ
て
い
ま
す
。

松
芳
は
平
成
５
年
に
入
省
後
、
東
北
地
方

整
備
局
な
ど
で
多
く
の
事
業
に
携
わ
り
、北
上

川
下
流
河
川
事
務
所
に
着
任
し
た
の
は
本
年

４
月
。「
旧
北
上
川
河
口
部
の
復
旧・復
興
事

業
は
、
今
ま
で
実
施
し
た
こ
と
の
な
い
大
規
模

な
事
業
。こ
ん
な
に
多
く
の
工
事
を
短
期
間
で

完
成
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
河
川
事
業
は
他

に
な
い
」と
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

「
当
事
務
所
管
轄
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
事
業
の
う
ち
鳴な
る
せ
が
わ

瀬
川
河
口
部

と
北
上
川
河
口
部
は
平
成
28
年
度
末
に
お

お
む
ね
完
了
し
ま
し
た
。
現
在
、
事
業
を
実

施
し
て
い
る
の
は
旧
北
上
川
の
河
口
か
ら
約

９
㎞
、
両
岸
あ
わ
せ
て
整
備
延
長
約
15
㎞
の

区
間
で
す
。
本
年
３
月
時
点
で
全
体
計
画
の

25
％
が
完
成
し
て
お
り
、完
成
区
間
も
含
め
る

と
約
70
％
の
区
間
で
着
手
済
み
で

す
。
復
興
・
創
生
期
間
が
終
了
す

る
２
０
２
０
年
度
末
の
完
了
に
向

け
て
着
々
と
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
」（
松
芳
）。

堤
防
が
な
かっ
た
街
に

防
災
と
親
水
を
両
立
さ
せ
る

堤
防
を
整
備

石
巻
市
民
に
は
堤
防
は
川
と
人

を
区
切
る
障
害
物
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
感
覚
が
あ
り
、
震
災
前

ま
で
堤
防
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
震
災
後
も
、
今
ま
で
堤
防
が
な

か
っ
た
場
所
、
そ
れ
も
今
ま
で
市
街
地
だ
っ
た

場
所
に
堤
防
を
造
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
同
事
務
所
で
は
県
や
市
と
連
携
の

も
と
、
平
成
23
年
か
ら
堤
防
構
造
お
よ
び
形

状
の
考
え
方
や
計
画
に
関
す
る
説
明
会
を
各

地
域
で
１
４
０
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、

有
識
者
の
意
見
な
ど
も
取
り
入
れ
、市
民
と
の

合
意
形
成
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
説
明
会
を

始
め
て
か
ら
約
１
年
後
の
平
成
24
年
11
月
に

は
堤
防
整
備
を
位
置
づ
け
た
河
川
整
備
計
画

を
策
定
し
、翌
年
１
月
に
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
石
巻
市
街
地
で
同
事
務
所
や
県
、

市
が
実
施
す
る
復
旧
・
復
興
事
業
が
本
格
化

す
る
と
数
多
く
の
工
事
が
輻ふ
く

輳そ
う

す
る
こ
と
か

ら
、平
成
27
年
11
月
、市
民
生
活
の
安
全
と
安

心
を
確
保
し
な
が
ら
円
滑
に
工
事
を
推
進
す

る
た
め
に
事
業
間
で
調
整
を
行
う「
石
巻
市
市

街
地
復
興
工
事
調
整
会
議
」を
設
置
し
ま
し

た
。「

会
議
で
は
工
事
情
報
の
共
有
や
工
事
の

施
工
順
序
な
ど
の
調
整
、さ
ら
に
市
民
の
方
々

へ
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
多
く

の
方
と
未
来
図
を
共
有
し
て
、工
事
を
遂
行
し

て
い
ま
す
」（
松
芳
）。

12

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
石
巻

市
の
旧
北き
た
上か
み
川が
わ
河
口
部
。古
く
か
ら
川か
わ
湊み
な
とと
し
て
栄
え
て

き
た
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
、安
全
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
水

辺
空
間
の
創
出
を
目
指
し
て
、地
域
と
の
連
携
に
よ
り
進

め
ら
れ
て
い
る
復
旧・復
興
事
業
の
今
を
紹
介
し
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 48

東
北
地
方
整
備
局

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

地
域
の
想
い
と
共
に

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」で
魅
力
あ
る
水
辺
を
創
出
！

軟弱地盤の改良工事が進められている堤防整備箇所現場。
土中にセメント系固化材を注入する作業が続いている。

日和山から一望する石巻の市街地

建設専門官　松芳 健一

N

岩 手 県

山 

形 

県 宮 城 県

太
　平
　洋

石巻湾
松島湾

旧
北
上
川

北
上
川

鳴瀬川

吉田川

江合川

北上川下流河川事務所管理区間（太い青線）

石巻市

新江合川

北上川下流河川事務所 管理区間

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4
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施工上の問題について、担当者間で共有
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市
民
と
川
を
結
ぶ

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」を

住
民
参
加
で
推
進

堤
防
整
備
に
際
し
、
地
域
か
ら
は
川
と
共

に
栄
え
た
石
巻
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
踏

ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
る
声
が
多
く
挙

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
事
務
所
で
は
堤

防
整
備
と
併
せ
て
、市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る

水
辺
空
間
を
創
出
す
る
べ
く
、平
成
25
年
７
月

に「
旧
北
上
川
河
口
か
わ
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」

（
座
長
・
佐
々
木
葉よ
う

早
稲
田
大
学
教
授
）を
設

置
し
、景
観
の
基
本
方
針
や
堤
防・護
岸
な
ど

の
設
計
、拠
点
地
区
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
整

備
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、新
た
な
水
辺
空
間

の
利
活
用
や
施
設
の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
う「
市
民
部
会
」

を
開
催
し
、地
域
の
声
に
重
点
を
置
い
た
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
27
年
８
月
か
ら
は
、
同
事
務

所
・
県
・
市
の
実
務
担
当
者
が
細
部
デ
ザ
イ
ン

や
施
工
に
関
す
る
課
題
点
に
つ
い
て
議
論
す
る

「
地
区
別
ワ
ー
キ
ン

グ
」と
、
地
区
別
ワ
ー

キ
ン
グ
で
の
検
討
内

容
に
対
し
助
言
な
ど

を
行
う「
か
わ
ま
ち
調

整
会
議
」を
設
置
し
て
、

現
場
と
の
足
並
み
を

そ
ろ
え
な
が
ら
、
具
体

的
な
検
討
と
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
参
加
型
の

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

を
引
き
継
い
だ
の
が
、

入
省
２
年
目
の
山
崎
明
日
香
で
す
。初
め
て
の

勤
務
地
が
同
事
務
所
で
本
年
３
月
ま
で
は
工

務
第
一
課
で
工
事
発
注
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
本
年
４
月
に
調
査
課
に
着
任
し
、市
民
部

会
や
地
区
別
ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
準
備
・
運
営

を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
市
民
部
会
や

地
区
別
ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、皆
で
考
え
る
場
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
率
直

な
声
を
引
き
出
し
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が

で
き
る
の
か
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
意

見
や
見
方
が
あ
り
、
安
全
性
や
景
観
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
価
値
観
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一

つ
に
ま
と
ま
り
、
共
有
で
き
た
と
き
は
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
ね
。
６
年
半
に
渡
っ
て
積
み
重

ね
ら
れ
た
議
論
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
い
か
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
業
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
」（
山
崎
）。

復
旧・復
興
を
経
て

川
湊
の
歴
史
を
継
承
す
る
エ
リ
ア
に

災
害
に
強
く
、活
気
溢
れ
る“
か
わ
ま
ち
”に

な
っ
て
ほ
し
い
…
そ
ん
な
市
民
の
想
い
と
共
に

石
巻
の
新
し
い
ま
ち
が
少
し
ず
つ
形
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
後
整
備
さ
れ
る
堤
防
に
は
、

「
石
積
み
護
岸
」や「
か
わ
ど※
１」な
ど
石
巻
の

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
親
水
空
間
や
、
小
学
校

前
に
は
環
境
学
習
に
使
え
る
よ
う
に
干
潟
が

設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
本
年
１
月
、堤
防
と

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド（
散
歩
道
）が
一
部
完
成
し
た

右
岸
中
央
地
区
に
は
、市
が
推
進
す
る「
い
し

の
ま
き
水
辺
の
緑
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
計
画
」と

の
連
携
で
水
辺
の
テ
ラ
ス
空
間
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
テ
ラ
ス
に
は
石
巻
と
離
島
を
結
ぶ

「
網
地
島
ラ
イ
ン
」の
発
着
所
も
で
き
る
予
定

で
す
。
ま
た
上
流
側
で
は
、地
元
企
業
に
よ
る

名
産
品
の
物
販
飲
食
施
設「
い
し
の
ま
き
元
気

い
ち
ば
」と
堤
防
が
つ
な
が
り
、水
辺
の

に
ぎ
わ
い
を
生
む
拠
点
と
し
て
の
整
備

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
細
部
に
つ
い
て
も
協
議
を
重
ね
、た

と
え
ば
石
の
積
み
方
や
ボ
ラ
ー
ド（
支

柱
）
の
間
隔
、
ボ
ラ
ー
ド
に
か
け
る

チ
ェ
ー
ン
の
長
さ
ま
で
現
場
で
調
整
し

て
決
定
し
て
い
ま
す
。『
そ
こ
ま
で
？
』

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
議
論
の
結
果

を
き
ち
ん
と
現
場
で
実
現
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
す
」（
山
崎
）。

新
し
い
手
法
や
取
り
組
み
で

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

復
旧
・
復
興
が
最
盛
期
と
は
い
え
、ま
だ
道み
ち

は
半な
か
ば
で
す
。
松
芳
も「
工
事
も
後
半
に
な
る

ほ
ど
難
し
い
現
場
に
な
る
の
で
、
気
を
引
き
締

め
て
取
り
組
み
ま
す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

す
。
旧
北
上
川
河
口
部
は
、震
災
前
は
水
際
ま

で
市
街
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
工
事
車
両
の
進

入
路
の
確
保
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
移
設
な
ど
施

工
上
の
問
題
も
山
積
み
で
あ
り
、
そ
ん
な
困
難

な
業
務
執
行
の
効
率
化
に
威
力
を
発
揮
し
て

い
る
の
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
事
業
調

整
や
施
工
監
理
を
委
託
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｐ
Ｍ※
２）や

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｃ
Ｍ※
３）だ

と
い
い
ま
す
。

「
行
政
で
は
ま
だ
珍
し
い
手
法
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
Ｐ
Ｍ
や
Ｃ
Ｍ
に
進
捗
管
理
や
課
題
整

理
を
委
ね
る
こ
と
で
、
責
任
者
と
し
て
の
判
断

や
調
整
に
集
中
で
き
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い

で
す
。
も
ち
ろ
ん
一
つ
ひ
と
つ
が
難
し
い
課
題

な
の
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
旧
北

上
川
の
河
口
部
で
は
厚
い
と
こ
ろ
で
約
40ｍ
も

の
軟
弱
地
盤
層
が
あ
り
、専
門
家
に
よ
る
検
討

会
を
設
立
し
て
施
工
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
松
芳
）。

ま
た
工
事
が
進
む
に
つ
れ
て
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
見
え
て
く
る
た
め
か
、
水
辺
空
間
を

有
意
義
に
使
い
た
い
と
い
う
積
極
的
な
声
が

増
え
て
き
て
、
地
域
の
人
々
の
心
境
に
も
変
化

が
現
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

「
平
成
27
年
度
よ
り『
ミ

ズ
ベ
リ
ン
グ
石
巻
』と
い
う

官
民
協
働
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、水
辺
利
用
の

社
会
実
験
と
し
て『
み
ず
べ

マ
ル
シ
ェ
』な
ど
を
開
催
し

た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
よ
る
意
見
交
換
を
行
な
っ

た
り
、水
辺
の
利
活
用
の
推

進
に
向
け
た
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
何
を
造
る
か
か

ら
ど
う
使
う
か
へ
と
、
石
巻

の
復
興
も
新
た
な
局
面
を

迎
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
す
」（
山
崎
）。

「
日
々
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
地
道
に
工

事
を
遂
行
す
る
中
で
、
や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」

（
松
芳
）。

震
災
で
ま
ち
を
離
れ
た
人
が
復
旧
・
復
興

を
契
機
に
戻
り
、
ま
た
川
辺
の
ま
ち
に
活
気
が

戻
っ
て
く
る
。
川
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
す
る
事
業
は
、さ
ら
に
加
速

し
て
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

※
２	

事
業
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
事
業

執
行
監
理

※
３	

請
負
契
約
の
適
正
な
履
行
お
よ
び
品
質

確
保
を
目
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
調
整
検

討
・
施
工
管
理
）を
行
う
施
工
監
理

※
１　
昔
、
洗
い
物
な
ど
を
す
る
た
め
水
辺
に
降
り
ら
れ
る
よ
う
に

地
域
住
民
が
造
っ
た
階
段

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

8

市民部会で説明する山崎。
市民部会には未来を担う
子どもたちも参加している。

本年７月23日（日）に行われた市民部会
において、堤防の盛土工事現場で市民
の方々に工事内容を説明しながら意見
を交わす松芳（左から３番目）

本年１月に完成した右岸中央地区の堤防。
石積みの高さは座りやすい高さにするな
ど検討されている。石積みや舗装のアク
セントには地元の井

い
内
ない

石を使用。

日が落ちるとボラードの明かりが点灯し昼間と
は違った雰囲気に

旧北上川河口 かわまちづくり検討会
景観に関する基本方針や堤防・護岸のデザインなどの方向性を検討

各種報告事項への助言・提言 事業進捗・各種検討状況などの報告

整備方針
などの提示

意　見

市民部会
●水辺空間の利活用や施設の具
体的な配置などについて、地
域へ情報発信および意見聴取

検討状況
などの報告

助　言

地区別ワーキング
●景観における細部デザインや
施工に関する課題点について、
各関係機関の担当者で議論

かわまち調整会議
●地区別ワーキングの検討結果
に基づき、景観に関する助言
と課題などについて情報共有

 調査課　山崎 明日香

中央地区14･15番地区の市街地整備と堤防整備の完成イメージ

「旧北上川河口かわまちづくり」
景観検討の全体構図

水辺の復興・みらい館
旧北上川の震災前後の様子、復旧・
復興の最新情報、かわまちづくりやミ
ズベリング石巻の取り組み状況など
について、パネルや写真などで紹介。
また、旧北上川の復旧・復興事業の完
了後を再現したＶＲ（バーチャルリアリ
ティー）を用いた動画も展示している。

ミズベリング石巻

みずべマルシェでは、ヨガ教室も開催

「水辺で落語」の様子
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栄
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
と
い
え
ま
す
。

明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
も
、
国
に
よ
る
工
事
は
水
上
交
通
の

た
め
の
低
水
工
事
が
主
体
で
し
た
が
、
明
治
43
年（
１
９
１
０

年
）の
大
洪
水
を
契
機
に
、洪
水
防
御
を
主
目
的
と
し
た
北
上

川
第
１
期
改
修
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
新
河
道
の
開
削
、

追お
っ
波ぱ

川が
わ
の
拡
幅
、
北
上
川
の
分
流
施
設
建
設
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
昭
和
９
年（
１
９
３
４
年
）に
完
了
し
、現
在
の
北
上
川
と

旧
北
上
川
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
22
年（
１
９
４
７
年
）と
翌
年
に
襲
っ
た
台
風
に
よ
り

計
画
を
上
回
る
洪
水
が
発
生
し
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、

新
北
上
川
の
大
規
模
掘
削
や
築
堤
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、

旧
北
上
川
分
流
施
設
と
し
て
脇わ

き
谷や

水す
い

門も
ん

・
鴇と
き

波な
み

水す
い

門も
ん

を
建
設

し
、平
成
20
年
４
月
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。

“
土
木
家
の
神
様
”川
村
孫
兵
衛
重
吉

現
在
の
山
口
県
萩
市
に
生
ま
れ
た
孫
兵
衛
は
、
仙
台
藩

主
で
あ
っ
た
伊
達
政
宗
に
土
木
の
才
を
見
出
さ
れ
抜
擢
さ

北
上
川
改
修
の
歴
史

江
戸
時
代
に
、
仙
台
藩
に
よ
る
新
田
開
発
と
舟
運
路
整

備
を
目
的
と
し
た
改
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
慶
長
10
年

（
１
６
０
５
年
）に
伊だ

達て

相さ
が
み模

宗む
ね

直な
お

が
河
道
付
替（
相さ
が
み模

土ど

手て

）工
事
に
着
手
し
、
川
を
蛇
行
さ
せ
て
勾
配
を
緩
く
し
、
舟

を
通
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、川
村
孫
兵
衛
重
吉（
以
下
、孫

兵
衛
）が
元げ

ん
な和
２
年（
１
６
１
６
年
）か
ら

寛
永
３
年（
１
６
２
６
年
）に
か
け
て
北
上

川
・
迫

は
さ
ま

川が
わ・

江え

合あ
い

川が
わ

を
合
流
さ
せ
た「
三
川

合
流
工
事
」お
よ
び
鹿
又
か
ら
石
巻
ま
で

の
流
路
開
削
工
事
を
実
施
し
、
石
巻
港
ま

で
の
舟
運
路
を
確
保
し
ま
し
た
。こ
の
工
事

に
よ
り
、石
巻
は
米
の
集
積
地
と
な
り
、江

戸
へ
の
年
貢
米
回
送
の
基
地
と
し
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
孫
兵
衛
が
湊
町
石
巻
の
繁

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
６
１
６
年
に
着
手
し
た「
三

川
合
流
工
事
」は
、江
合
川
と

迫
川
を
石
巻
市
和
渕
付
近
に

お
い
て
、
北
上
川（
現
在
の
旧

北
上
川
）と
合
流
さ
せ
る
大
規

模
な
工
事
で
、事
業
遂
行
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的・財
政
的

困
難
を
極
め
ま
し
た
。
孫
兵
衛
は
自
ら
地
域
の
富
豪
や
支
援

者
を
回
っ
て
資
金
を
募
り
、
果
て
は
私
財
を
費
や
し
、
人に

ん
夫ぷ

と

共
に
工
事
現
場
に
泊
ま
り
込
む
な
ど
し
て
、ま
さ
に
心
血
を
注

い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
苦
労
の
末
に
大
改
修

が
実
現
し
、
下
流
部
の
洪
水
防
止
や
流
域
低
湿
地
で
の
新
田

開
発
が
可
能
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
北
上
川
流
域
の
一
関
、

南
部
、八
戸
と
い
っ
た
各
藩
の
米
や
物
資
が
石
巻
に
運
び
込
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
、小
さ
な
寒か

ん
村そ
ん

が
豊
か
な
川
湊
と
し
て
発
展

す
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。

孫
兵
衛
は
、
今
も “
石
巻
の
開
祖
”と
し
て
地
元
の
尊
敬
を

集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
業
績
へ
の
報
恩
・
感
謝
の
祭
り
と
し
て
、

約
１
０
０
年
前
か
ら
毎
年
夏
に
石
巻
最
大
の
お
祭
り「
川
開
き

祭
り
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。一
人
の
土
木
技
術
者
に
感
謝
す

る
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
お
祭
り
は
、全
国
で
も
珍
し
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
る
日
和

山
公
園
に
昭
和
58
年

（
１
９
８
３
年
）、
市
制

施
行
50
周
年
を
記
念
し

て
孫
兵
衛
の
銅
像
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

今
に
引
き
継
が
れ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

２
年
前
に
石
巻
に
赴
任
し
、

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

の
調
査
課
長
と
し
て
復
旧
・

復
興
事
業
に
携
わ
る
大
澤
修
一
は「
私
も
震
災
で
の
復
旧
・
復

興
事
業
を
通
じ
て
孫
兵
衛
の
偉
業
を
知
り
、
事
業
に
対
す
る

情
熱
に
心
を
打
た
れ
る
と
と
も
に
、治
水
や
土
木
工
事
が
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」と
語

り
ま
す
。

同
事
務
所
で
は
、
郷
土
の
偉
人
の
功
績
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
北
上
川
改
修
着
手
４
０
０
年
を
記
念
し
、
本

年
１
月
に「
川
村
孫
兵
衛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
年
７
月
～
８
月
末
に
は
、
石
巻
市
と

出
身
地
の
萩
市
と
連
携
し
、
多
く
の
人
に
孫
兵
衛
の
功

績
を
紹
介
し
つ
つ
、併
せ
て
石
巻
の
自
然
・
文
化
・
人
々

の
暮
ら
し
や
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
体
感
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、「
孫
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
巡
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
７
名
の
方
が
石
巻
市
お

よ
び
萩
市
の
全
ゆ
か
り
の
地
を
制
覇
し
、石
巻
市
長
か
ら

「
川
村
孫
兵
衛
重
吉
マ
ス
タ
ー
認
定
証
」と
井
内
石
で

作
ら
れ
た
孫
兵
衛
コ
ー
ス
タ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
復
旧
・
復
興
事
業
が
進
行
し
、
新
し
い
ま
ち

に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
石
巻
市
。
そ
の
中
心

と
な
る
北
上
川
の
治
水
事
業
へ
の
情
熱
は
、
孫
兵
衛
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
人
の
手
を
経
て
、
震
災
復
興

を
担
う
事
業
者
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
治
水

事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新

し
い
時
代
の
技
術
や
考
え
方
を
取
り
入
れ
、未
来
に
向
け
た
石

巻
の
ま
ち
づ
く
り
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
上
川
は
、流
域
面
積
約
１
０
，１
５
０
㎢（
全
国
第
４
位
）、幹
川
流
路
延
長
約
２
４
９
㎞（
全
国
第
５
位
）の
、岩
手
県

お
よ
び
宮
城
県
を
流
れ
る
東
北
最
大
の
河
川
で
す
。豊
か
な
穀こ
く
倉そ
う
地
帯
や
良
質
な
漁
場
を
育
み
、古
く
か
ら
舟し
ゅ
う
う
ん
ろ

運
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
北
上
川
は
、今
も
昔
も
石
巻
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　
し
か
し
、か
つ
て
は
湿
地
を
蛇
行
し
、ひ
と
た
び
大
雨
が
降
れ
ば
洪
水
を
引
き
起
こ
す
暴
れ
川
で
し
た
。幾
度
も
水
害

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、流
域
の
治
水・開
発
事
業
は
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
ま
ま
で
し
た
が
、藩
政
時
代
以
降
か
ら
本

格
的
な
治
水
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。北
上
川
改
修
の
歴
史
と
、北
上
川
改
修
工
事
に
よ
り
石
巻
の
礎
を
築
い
た
川か
わ

村む
ら

孫ま
ご
兵べ

衛え

重し
げ
吉よ
し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

北
上
川
改
修
の
歴
史
と
、

受
け
継
が
れ
る
治
水
事
業
へ
の
情
熱

北上川改修の歴史
Vol.10Vol.10

北上川改修の歴史
北上川（現在の旧北上川）・
迫川・江合川の三川合流点

「川開き祭り」では、大縄を祀った御神輿が
練り歩き、勝敗で豊漁か豊作かを決める
綱引きならぬ “大縄引き大会”などが行な
われる

スタンプラリーの
印象帳と、集めたス
タンプの数に応じ
て進呈したオリジ
ナルカード

10月27日（孫兵衛の命日）に授与式が行われた
（写真左から）高橋北上川下流河川事務所長、第１号
制覇者の秋

あ き ば
塲さん、亀山石巻市長

縄張稲荷神社
孫兵衛が測量などで使った間

けん
縄
なわ

を奉納し、工
事安全を祈願して創建されたと伝えられている。
川開き祭りには欠かせない神社。

川村孫兵衛重吉銅像（日和山）
旧北上川を指さしている姿は、まるで温か
いまなざしで旧北上川の工事や復興を目
指す石巻市を見守り続けているかのよう

（左から）川村家墓碑と重吉神社
孫兵衛と妻そして子孫14代目まで
が眠る墓所と孫兵衛を祀って建立さ
れた重吉神社

1605年	 伊達相模宗直が「相模土手」に着手（～1610年）
1616年	 川村孫兵衛重吉が、三川合流工事および流路開削工事に着手
	 （～1626年）
1880年	 石巻から盛岡間の航路改良を目的とした低水工事に着手（～1902年）
1910年	 ２度にわたる大洪水により甚大な被害発生
1911年	 北上川第１期改修工事に着手（分流施設の建設、新北上川の開削） 

 （～1934年）
1947年	 カスリン台風による洪水
1948年	 アイオン台風による洪水
1955年	 新北上川の大規模掘削に着手（～1991年）
1996年	 旧北上川分流施設建設事業に着手
2008年	 旧北上川分流施設完成

厳選！
孫兵衛ゆかりの
地めぐり

原始河川及び江戸時代 (1) 江戸時代 (2) 明治時代

旧
北
上
川

迫川

江合川

旧迫川

和渕山

神取山

神取橋

調査課長　大澤 修一

副賞として授与された
特製コースター
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歴
史
が
生
き
続
け
る
ま
ち

〜
萩
〜

「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」を
策

定
し
た
。
こ
の
構
想
を
市
民
の
手
で
推
進
す
る

団
体
と
し
て
平
成
16
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
が
設
立
さ
れ
た
。
拠
点
施
設
で
あ
る

萩
博
物
館
の
運
営
や
、
古
地
図
で
巡
る
ま
ち
歩

き
ツ
ア
ー
の
実
施
、
萩
の
昔
話
を
紹
介
す
る
紙

芝
居
の
上
演
な
ど
を
行
い
、
こ
の
構
想
を
市
民

や
観
光
客
へ
浸
透
さ
せ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。行

く
先
々
で
市
民
の
目
線
で
萩
の
説
明
を
し

て
く
れ
る
山
本
さ
ん
。
実
は
萩
市
出
身
で
は
な

く
佐
賀
県
生
ま
れ
と
伺
う
。
大
学
の
時
、
都

市
計
画
・
ま
ち

づ
く
り
を
学
ぶ

た
め
に
萩
市
に

来
て
以
来
定
住
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち

萩
に
よ
う
お
い
で
ま
し
た

今
回
の
取
材
に
協
力
い
た
だ
い
た
萩
の
魅
力

案
内
人 

山
本
明あ

日す

美み

さ
ん
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
に
勤
務
し
、
萩
市
に
住
む
人
が

萩
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
萩
市
を
訪
れ
た
人
に

萩
の
良
さ
や
歴
史
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
機

運
づ
く
り
に
、忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と

い
う
。「
萩
に
よ
う
お
い
で
ま
し
た
！
」（
山
口
県

の
方
言
で『
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
』と

い
う
意
味
）と
な
ん
と
も
心
地
良
い
言
葉
を
掛

け
て
も
ら
い
取
材
が
始
ま
っ
た
。

萩
市
は
、
市
内
に
あ
っ
た
萩
市
郷
土
博
物
館

の
後
継
と
な
る
新
博
物
館（
萩
博
物
館
）の
建
設

を
検
討
し
て
い
た
中
、
萩
に
は
多
く
の
歴
史・文

化
・
自
然
の
お
宝
が
あ
り
、
そ
の
お
宝
を
現
地

で
あ
り
の
ま
ま
に
展
示
・
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料

と
考
え
る
と
、市
全
体
が
屋
根
の
な
い
博
物
館
＝

じ
ゅ
う
博
物
館
の
田
邊
副
理
事
長
も「
萩
生
ま

れ
の
私
ら
よ
り
詳
し
い
。萩
市
を
愛
し
て
く
れ
て

い
る
」と
厚
い
信
頼
を
寄
せ
る
。「
萩
の
町
並
み

や
風
景
が
大
好
き
で
す
。
高
い
建
物
が
少
な
く
、

電
柱
も
地
中
化
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
の
で
、

空
が
と
て
も
広
く
感
じ
ら
れ
て
き
れ
い
で
す
。ま

た
、
文
化
財
や
伝
統
的
建
造
物
に
限
ら
ず
、
近

世
か
ら
近
代
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
町
や
建
物

が
普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
住
み
こ
な
さ
れ
、今
に

息
づ
い
て
い
る
素
敵
な
ま
ち
で
す
」（
山
本
さ
ん
）。

土
塀
の
内
に
は
民
家
が
あ
っ
た
り
、
鍵
曲※

（
か
い

ま
が
り
）と
呼
ば
れ
る
道
を
生
活
道
路
と
し
て

行
き
交
い
し
て
い
る
人
の
姿
が
見
え
た
り
と
、歴

史
と
生
活
が
密
着
し
て
い
る
ま
ち
の
様
子
が
随

所
に
う
か
が
え
る
。

萩
の
物
語
を
伝
え
る

「
萩・明
倫
学
舎
」

も
う
一
人
の
魅
力
案
内
人
は
、
市
役
所
観
光

課
に
勤
務
す
る
福
田
陽
介
さ
ん
。
福
田
さ
ん
は
、

萩
市
出
身
で
あ
り
萩
藩
校「
明め

い
倫り
ん
館か
ん
」の
跡
地
に

あ
っ
た
明
倫
小
学
校
の
出
身
で
も
あ
る
。
福
岡

県
で
大
学
時
代
を
過
ご
し
そ
の
ま
ま
社
会
人
に

な
っ
た
が
、
や
は
り
萩
市
で
働
き
た
い
と
思
い

帰
っ
て
き
た
。

萩
市
は
、吉
田
松
陰
の
妹 

文ふ
み
を
主
人
公
に
し

た
大
河
ド
ラ
マ
の
効
果
で
平
成
26
年
と
平
成
27

年
に
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
そ
の
に
ぎ

わ
い
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
時
、

観
光
庁
の「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地
魅

力
創
造
事
業
」に
平
成
27
年
度
応
募
し
、
萩
市

を
含
む
全
国
31
の
地
域
が
選
定
さ
れ
た
。
萩
市

は
三
年
連
続
選
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

観
光
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て
旅
行
商
品
の

造
成
、
名
産
品
の
開
発
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
取
組
提
案
を

行
っ
た
地
域
と
観
光
庁
が
一
体
と
な
り
、
各
地

域
の
事
業
を
支
援
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
萩

市
は「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
で
体
感
す
る
ゆ
っ

た
り
・
じ
っ
く
り
観
光
～
明
治
維
新
１
５
０
年
に

向
け
た
誘
客
促
進
～
」を
テ
ー
マ
に
し
て
地
域
の

魅
力
を
高
め
て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
萩

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
と
い
う
建
造
物
は
存
在
す

る
も
の
で
は
な
い
。
萩
市
を
丸
ご
と
博
物
館
と

捉
え
、
観
光
客
を
市
全
域
へ
い
ざ
な
う
取
り
組

み
を
推
し
進
め
て
い
る
。

福
田
さ
ん
は「
世
界
遺
産『
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
』の
構
成
資
産
が
萩
市
に
五
つ
も

あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
歴
史
や
意
義
が
あ
り

日
本
や
世
界
に
貢
献
し
た
か
を
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

そ
こ
で
萩
市
は
、
資
料
展
示
や
映
像
、
パ
ネ

ル
な
ど
を
使
っ
て
、
分
か
り
や
す
く
楽
し
み
な
が

日
本
海
に
面
し
た
城
下
町
、
萩
焼
、
な
ま
こ
壁
の
長
屋
門
、
高
杉
晋
作
や

伊
藤
博
文
ら
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し
た
松し

ょ
う
か下
村そ

ん
じ
ゅ
く
塾
な
ど
歴
史
あ
る
ま
ち
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
萩
市
。
ま
た
、「
明
治
維
新
胎
動
の
地
」と
し
て
も
日
本
史
に

名
を
刻
ん
で
い
る
。
し
か
し
、政
治
や
経
済
の
中
心
が
山
口
市
へ
移
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
維
新
後
の
慌
た
だ
し
い
近
代
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
う
。
昭
和
に
入
り
日
本
の

風
景
が
激
し
く
変
貌
し
て
い
く
中
、
萩
に
は
昔
の
ま
ま
の
原
風
景
が
今
で
も
残
って
い
る
。

 ※左右を高い土塀で囲み、道を鍵の手（直角）に曲げた独特な道筋。城下町特有の道で、戦いの際見通しを悪くして防御しやすくした。 NPO 萩まちじゅう博物館　山本 明日美さん

萩市役所　観光課
福田 陽介さん

江戸時代のそのままの町並みが多く残ってい
る萩市は、いまも当時の古地図が使える町

萩まちじゅう博物館の中核施設「萩博物館」

ＮＰＯ萩まちじゅう博物館が行う
古地図で巡るまち歩きツアー

博物館

明治維新１５０年記念事業として旧萩藩校明倫館跡地に建つ旧明倫小学校の校舎を改築し、
本年３月にオープンした萩の観光起点施設。本館（無料）・2号館（有料）と分かれており、本
館では、萩観光の起点としてのインフォメーションセンター、藩校明倫館から旧明倫小学校
までの300年の歴史に触れる展示室、萩の大地（ジオ）１億年の成り立ちを紹介する「ジオ
パークビジターセンター」などが連なる。2号館には、「世界遺産ビジターセンター」や江戸
時代の科学技術史や幕末の歴史に関する資料を多数展示する「幕末ミュージアム」がある。

・明倫学舎

萩の名店「割烹 千代」が館内に出店している「カフェ・レストラン萩暦（はぎごよみ）」。日本
海で獲れた魚や地元の野菜を振る舞う。熊谷喜八シェフやアル・ケッチァーノの奥田政行
シェフ監修のメニューも好評。

平
ひ
安
や
古
こ
伝建地区・鍵曲（かいまがり）

◦萩焼
優しい風合いが魅力

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第44回

山口県萩市
は ぎ し
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田
松
陰
は
、
学
習
意
欲
が
あ
れ
ば
武
士
や
町
民

な
ど
身
分
の
隔
て
な
く
受
け
入
れ
た
松
下
村
塾

を
主
宰
し
た
。
明
倫
小
学
校
で
は
吉
田
松
陰
の

言
葉
を
朗
唱
す
る
時
間
が
あ
り
、
福
田
さ
ん
は

当
時
を
思
い
出
す
。「
１
学
期
で
１
つ
の
言
葉
を

覚
え
、
卒
業
す
る
ま
で
に
18
の
言
葉
を
唱
え
ま

す
」　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
も
吉
田
松
陰
の
教

え
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
約
２
年
10
カ
月
と
い
う

短
い
期
間
し
か
教
え
て
い
な
か
っ
た
吉
田
松
陰
の

名
が
後
世
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
理
由
の
一

つ
が
見
え
た
。最
後
に
山
本
さ
ん
が
こ
う
結
ん
だ
。

「
歴
史
あ
る
建
物
や
偉
人
、
大
地
と
の
つ
な
が

り
も
、現
代
の
生
活
の
中
で
伝
承
さ
れ
活
用
さ
れ

て
こ
そ
、そ
の
価
値
や
偉
大
さ
が
生
き
続
け
る
と

思
い
ま
す
」。

強
い
志
が
こ
の
土
地
に
生
き
続
け
て
い
る
。

　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●

「
萩
市
を
く
ま
な
く
取
材
で
き
た
」と
思
い
地

図
を
見
返
す
と
、
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
々

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
さ
す
が
、ま
ち
じ
ゅ
う

が
博
物
館
!! 

再
訪
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

ら
萩
の
物
語
を
伝
え
る
施
設
と
し
て
、
本
年
３

月
に
、
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
含
め

た
新
た
な
観
光
起
点
施
設「
萩
・
明
倫
学
舎
」を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
ま
た
、
萩
市
で
は
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、ジ

オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
設
置
し
、市
内

各
地
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や「
大
地
と
と
も
に
生
き
る

萩
」の
物
語
を
紹
介
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
館
内
の
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民
団
体
な
ど
が
作
成
し
た

15
地
域
の「
お
た
か
ら
マ
ッ
プ
」が
置
い
て
あ
る
。

「
か
な
り
詳
し
い
情
報
を
載
せ
て
い
ま
す
！
」と

山
本
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
薦す

す
め
る
詳
細
な
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
で
あ
り
、そ
の
土
地

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
物
語

を
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
。

現
代
に
受
け
継
が
れ
る

吉
田
松
陰
の
教

高
杉
晋
作
、
久く

坂さ
か
玄げ
ん
瑞ず
い
、
伊
藤
博
文
、
木
戸

孝た
か
允よ
し（
桂
小
五
郎
）
…
…
と
、萩
は
日
本
の
歴
史

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
数
多
く
輩
出
し
た
。そ
の
中

で
も
萩
市
の
歴
史
を
語
る
上
で
特
に
外
せ
な
い

人
物
を
紹
介
し
た
い
。
吉
田
松
陰
で
あ
る
。
吉
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〈 

吉
田
松
陰
の
言
葉 

〉

志
を
立
て
て
も
っ
て

　
万ば

ん

事じ

の
源
と
な
す

書
を
読
み
て
も
っ
て

　
聖せ
い

賢け
ん

の
訓
お
し
え
を
か
ん
が
う

◦夏みかんソフトクリーム
夏みかんを使ったソフトクリームが市内
に多く存在する。
萩博物館に併設されているレストラン
では、夏みかんソースを使ったソフトク
リームが人気。

◦夏みかんの加工品
5月上旬に収穫される実は生
で味わうだけでなく、中身を
くり抜き糖蜜に漬け、中に白
羊羹を流し込んだ「夏みかん
の丸漬け」などさまざまな加
工品が作られている

◦総門
国の重要文化財にもなっている

吉田松陰誕生
地より指月山
や市街を一望
できる

◦吉田松陰幽
ゆう
囚
しゅう
ノ旧宅の一角（世界遺産）

◦石灯籠
墓前には藩士が寄進した約500基の石灯籠があり、
整然と立ち並ぶ姿は荘厳な雰囲気がある。毎年8月
15日の「萩・万灯会」の送り火では、灯籠に灯が入る。

◦吉田松陰墓所
松陰没後100日に故人の霊を弔い遺髪を埋
葬した。門人らが名を刻み寄進した水盤や花
立て、石灯籠が墓前に並ぶ。没後150年超
えた今も花が手向けられている。

◦笠山椿群生林
溶岩台地の上に約25,000本ものヤブツバキが2～3月頃見頃
を迎える。見頃にあわせて、「萩・椿まつり」が毎年開催される。

◦須佐湾
黒と灰色のストライプが織り成す断崖。泥と砂が堆積してでき
た地層にマグマが入り込み、その熱で焼かれてできたホルン
フェルス（熱変成作用によって生じた変成岩）。

◦夏みかんと土塀
土塀ごしにのぞく夏みかんは、萩
を代表する景観の一つ。
明治維新後、職を失った士族救済
のために夏みかんの栽培が盛ん
に行われた。5月に入ると白い花
を咲かせてまちじゅうに甘い香り
が漂う。

元禄4年（1691年）、３代萩藩主 毛利吉
よ し

就
な り

が創建し、同
市内にある大照院と並ぶ毛利家の菩提寺で全国有数の
黄
お う

檗
ば く

宗
しゅう

の寺院。3代～11代までの奇数代藩主夫妻が葬
られている。（初代と12代までの偶数代の墓は大照院）

◦笠山周辺
笠山山頂の展望台より。安山岩ででき
た小さな溶岩台地が日本海に浮かぶ
風景を眺める。

夏みかん

東
とう

光
こう

寺
じ

吉田松陰ゆかりの地

ジオパーク構想

須佐ホルンフェルス

歴史のまちと知られる萩の土地の大部分は、マグマの活動
でつくられた地質や自然の宝庫でもある。萩の歴史・文化・
自然と大地の物語を紹介。

おたからマップ

ジオパークとは？
「地球・大地（ジオ）」と「公園
（パーク）」を組み合わせた言葉
で、大地の成り立ちと人のつな
がりを体感できる場所

◦恵美須ヶ鼻造船所跡◦大板山たたら製鉄遺跡

◦萩城下町

◦松下村塾

◦萩反射炉

の世界遺産

◦指
し
月
づき
山
やま
と萩三角州

「陶芸の村公園」から萩
の三角州を望む

世紀を超えて輝く ガラス

萩ガラス製造にいそしむだけでなく、従業員の育成にも力を入れている藤田さん。
海外のガラス学校への留学資金や独立資金に廻すため、従業員に強制的に貯金をさせているという。生活しな
がら貯金するのが大変な従業員には、藤田さん自ら厳しく指導する。また、「自分が社会に出て苦労したので」
という理由から講師を招き、英会話教室を開催している。厳しくも従業員の退職後のことまでも考慮している。

古くから茶人の間で「一
いちらくにはぎさん

楽二萩三唐
か ら つ

津」と親しまれてきた萩
焼は、市内に多くの窯元がある。一方でガラス工房は一つしか
ない。「萩ガラス」を製造している萩ガラス工房である。「萩ガラ
スにも歴史があります」と藤田さんは語る。万延元年（1860年）
に萩藩士 中

なかしま
嶋治

じ
平
へい

により製造が開始され、その質の高さから
天皇や公家に献上されたが、6年後に製造所が失火により消失
してしまうとともに萩ガラスも消えてしまったという。約１２０年
後の平成４年に藤田さんの手で萩ガラスが復活された。地元笠
山でとれる岩石「石

せきえい
英玄

げん
武
ぶ

岩
がん

」を１００％使用し、萩ガラスの代表
である美しくやさしい緑色（鉄分の色）をしたガラスが生まれる。
製造過程にも多くの工夫やこだわりがみえる。「内ひび貫入ガ
ラス」は代表的な一つ。ガラスを三層構造にし、中間層のガラ
スに熱膨張率を計算してひびを発生させ硬質ガラスで挟む。こ
の技法を育み出すには10年も費やした。ひびは、約３年かけて
徐々に進行するので経年変化も楽しめる。また、高温度になる
工房は空気の流れを計算し自身で設計。快適な職場環境づく
りを手がけたという。設立前までは大阪府に住みセラミック会
社に勤務していた化学者の藤田さん。ガラス製造といえばデザ

インに重きがあると
思っていたので驚き

の連続。「１つの製品は１人のみで完成させます。誇りをもった
製品で勝負しているので値下げはしません」と話す藤田さん。決
して安価とはいえない製品だがブランドの力を強く感じる。藤
田さんは「歴史は繰り返されるので、100年や200年後に人が
見ても恥ずかしくない『萩ガラス』を作りたい」と熱い思いを語っ
てくれた。

国内のガラス工房では類をみない1520℃という高温で製造
している（通常1200℃ほど）。堅くて丈夫なうえに美しさも兼
ね備えた萩ガラスに出会える藤田さんの工房へ、ぜひ足を運ん
でみてはいかがでしょうか。

萩ガラス工房有限会社 代表取締役　藤田 洪
こう

太
た

郎
ろう

さん



日本から世界へ！「質の高いインフラ」をPRしています！！
　日本のインフラは「質の高さ」を強みとしています。円滑で
安全な交通を支える信号システムや道路整備、防災・減災に
対応した街づくりなど、高い技術力やノウハウ、環境にも優
しいきめ細やかな対応が、日本の質の高いインフラを支えて
います。
　国土交通省では、インフラシステムの海外展開を強力に推
進するため、①トップセールスの展開などによるプロジェクトの
初期段階からの参画・情報発信、②ビジネスリスクの軽減、③
ソフトインフラの展開と人材育成を三本柱として、積極的な取
り組みを行っています。
　今回は、①の柱より、日本の「質の高いインフラ」を国内か
ら世界に広く発信するため、産官学が連携して取り組んでい
るインフラツアーを紹介します。

在京大使館に向けた取り組み
シティ・ツアーの開催

　国土交通省では、外務省と連携して、情報発信力の高い
各国在京大使館に「質の高いインフラ」を紹介するシティ・ツ
アーを開催しています。シティ・ツアーでは、日本のインフラ
技術や関連制度を紹介するとともに、インフラ視察を通じて、
「質の高いインフラ」への理解促進につなげています※1。

アフリカ在京大使館向けシティ・ツアー
　アフリカ・インフラ協議会※２と協力してシティ・
ツアーを開催し、民間企業の最先端の技術や取
り組みなどを紹介しました。15カ国24名（うち

在京大使５名）が参加し、信号システムの生産現場や世界最
大級の地下放水路である「首都圏外郭放水路」を視察されま
した。また、在京アフ
リカ大使などと協議
会会員との意見交換
も行い、参加大使か
らはインフラ分野にお
ける日・アフリカ間の
協力関係の強化に向
けて、国土交通省お
よび協議会に対して、
日本企業のアフリカ
進出を率いるエンジ
ンの役割を果たすこと
への期待が示されま
した。

ASEAN在京大使館向けシティ・ツアー
　ASEAN創設50周年を記念したシティ・ツアー
を開催し、ASEAN諸国９カ国22名（うち在京大
使５名）が参加されました。藤井国土交通大臣

政務官（当時）と活発な意見交換を行い、日本への信頼性な
どから、今後のASEAN地域でのインフラ建設やオペレーショ
ンなどにおける貢献について期待が示されました。また、東
京メトロ総合研修訓練セ
ンターと首都高交通管制
室を視察され、高い関心
が寄せられました。

日本の大学で学ぶ留学生に向けた
産官学コラボの取り組み

「ニッポンの社会基盤（インフラ）に関する
留学生のための特別サマーセミナー」の開催

留学生サマーセミナー「水と大地」
　本年８月に３日間、第５回留学生のための
特別サマーセミナー「水と大地」が行われました。
河川流域の最上流部から最下流部まで持続可能

な森と水の保全、上水道の供給システム、砂防や流域管理を
含めた治水対策、下水道システムと良好な水環境の確保など
について、技術面や政策面を総合的に学んでもらうため、東
京大学、政策研究大学院大学、メタウォーター株式会社、管
清工業株式会社、日本工営株式会社、サントリーホールディ
ングス株式会社並びに国土交通省が協力して実施しました。
参加者は日本の大学で学ぶ16カ国38名の留学生で、セミ
ナーの約半分を座学に充て、残りを相模川水系の宮ヶ瀬ダム、
鶴見川の総合治水対策、横浜市の川井浄水場、砂町水再生
センター、および東京ビッグサイトで行われた下水道展の見
学に充てました。また、日本工営会長の廣瀬典昭氏が、海外
インフラ事業展開の創始者の一人である久保田豊氏に関する
特別講義を行いました。

※１  平成29年７月までに計12回開催し、都市開発や鉄道・道路などのイン
フラを紹介。

※２  第６回アフリカ開発会議（TICAD6）時の「日・アフリカ官民インフラ会議」
において採択された、「質の高いインフラ投資の推進のためのリーダー
ズ・ステートメント」などを踏まえ、昨年９月に発足した官民合同の協議
会。会員は民間企業・団体156社（本年９月時点）。

　
　
留学生サマーセミナー「都市鉄道と都市開発」

本年９月に２日間、第６回留学生のための特別
サマーセミナー「都市鉄道と都市開発」が行われ
ました。これは、都市鉄道システムと都市開発に

ついて、技術面、政策面を含め俯瞰的、総合的に学んでもら
うセミナーで、2015年に続いて２回目の開催です。東京大
学、政策研究大学院大学、長岡技術科学大学、東日本旅客
鉄道株式会社（JR東日本）、東京地下鉄株式会社（東京メト
ロ）、東京急行電鉄株式会社、三井不動産株式会社、海外
鉄道技術協力協会並びに国土交通省が協力して実施しました。
日本の12大学から計40名（うち留学生16カ国35名）が受
講し、初日は東京大学にて大学研究者や民間企業の実務者
による講義、２日目は東京メトロ銀座線渋谷駅の改良工事現
場、東急田園都市
線二子玉川駅周辺
のまちづくり、東京
駅丸の内駅舎およ
びエキナカ事業、
日本橋周辺の再生
計画などを見学しま
した。特別講義は、
東京メトロ社長の山
村明義氏が本年90
周年を迎える東京
の地下鉄の創業か
ら今日までの歴史
を語りました。

　参加した留学生は熱心に受講し、極めて活発な質疑応答が
行われました。また、現場や施設の見学も大変好評で、日本
のインフラシステムやそれを支える制度や技術の特長や優れ
た点に加えて、これまでの苦い経験や苦労にも大いに興味を
示していました。

留学生サマーセミナーの始まりは？
　サマーセミナーは、平成24年に国土交通省が設けた「イン
フラ海外展開推進のための有識者懇談会」での議論を踏まえ
て、同懇談会の座長であった家田仁氏（政策研究大学院大学
教授・東京大学名誉教授）の提唱によって平成26年夏から始
まった産官学の協働活動です。日本の大学で勉強している留
学生を受講者とした社会基盤（インフラ）分野の集中セミナー
コースで、本年９月までに「新幹線」および「都市鉄道と都市
開発」に関して各２回、「高速道路と自動車」および「水と大地」
について各１回の計６回実施しました。前掲の大学や企業な
どの他に、これまで東海旅客鉄道株式会社（JR東海）、東日
本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速
道路株式会社、トヨタ自動車株式会社の各社が参加して実施
し、各回40名ほどの留学生が受講して大変好評をいただい
ています。今後は、テーマを順次拡張するとともに、受講留
学生をアルムナイ化（同窓生として扱うこと）して、日本のイ
ンフラに関する継続的な情報提供を進めていきます。

　国土交通省は、今後もさまざまなチャンネルを通じて日本の
「質の高いインフラ」を世界各国のインフラ整備を担う皆さん
に知っていただけるよう、取り組みを続けていきます。

本年
5月開催

本年
7月開催

本年
8月開催

本年
9月開催

銀座線渋谷駅の改良工事現場
交通信号実機のデモンストレーション

東京ビッグサイトで
開催された下水道展

東京メトロ社長　山村明義氏の講演

宮ヶ瀬ダムの視察

首都圏外郭放水路の視察

東京メトロ総合研修訓練
センターの視察

首都高交通管制室の視察

ふかん
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